まちづくり倶楽部・魅力発信グループ会議結果
平成22年9月1日（水）19：00～21：00

場所：陽だまり

参加者：山田亮さん、中田さん、國枝さん、文字さん 
アドバイザー：山田祥子さん
· 今回の流れ　
前回（8月25日）の会議内容の振り返り。特に検討課題について協議しました。
◎　会議のまとめ

　

（1） 構成内容について

■「活き活きとした『まちとひと』の姿を発信する」を大原則に進めるにはどうしたらよいか？
　・町内の各団体等のHPにない特徴、独自性を最優先に考える。
　・「活き活きとした」というのは、受け手の問題（感じ取るもの）。決してテンションが高い町民ばかりが登場する･･･という意味合いではないよね。

　・構成や編集には『遊び心』がキーワードになり、「ひと」と「ひと」、「ひと」と「もの・景色など」が『つながること』『つながっていること』を見ているものに与えることができるようにしたい。
　・『遊び心』+『つながること』+変化球＝新たな発見や再発見、予想外の展開に大きな期待を持たせたい。
■具体的には？

　・スタート期はカレンダーでリレー紹介をメインに上記方針を反映させましょう。

　【町内他のHPが取り組んでない視点やメニューを！】

　・「写真Photo」：きれいな風景は多くあるが、雑多さも含めて「街角」写真の蓄積がない。

　　･･･取材活動での副産物や投稿写真がストックできれば、いつかは今年のベスト10などの企画も打てる。
　・「語り部による倶知安の今昔」：現存する文書・写真類が少ないが後世に伝えていきたい出来事・記録について、当時を知る人物から受け継ぐ。今後の編集会議で検討。
　・問合わせコーナーはあったほうがよい。⇒双方向（送り手と受け手）となり、予想外のヒントや展開に活かせるかも。
　【財源を獲得するには?】
　・HPには広告バナーが常套手段と思われているが、本当だろうか?

　・広告バナーをおくには基準づくりが必要。

　・取材記事、カセット記事などPR記事で？･･･一般的すぎる？

　・（仮）コミュニティコーナーは音声や動画のほか参加型も可能。医療系のインタビューなど取材を通して、スポンサー獲得もあるかも？

　☆（仮）「サイト応援します、応援してくださいページ」はどう？
対象とする店舗等は自前のサイトを持っていないことに限定。自前で持ちたくても持っていない、でもITで商売をPRしてみたい･･･といったお店などから広告を受託。当サイトを財源的に応援していただく。⇒これはどこのHPでも見たことがないぞ!!
　　　・まちづくり協働会議から町へ助成金の申請必要。

（2） 次回の検討事項
・目標とするスタート（アップ）日は？10月？

・作業（取材等）するにあたっての構成内容の決定
・祥子さんが取材などで必要：趣旨など協力のお願いペーパーの作成、できれば名刺。

・広報紙での取材作成開始告知内容について、

　※10月号町広報紙記事（小スペース）なら9月15日まで、21日入稿も不可能ではないが校正なし。広報紙への折込なら27日まで駐在員へ。
· 次回

９月６日（月）１９：００～　陽だまり

＜お知らせ＞

まちづくり倶楽部３グループ分の会議録（概要）は、メンバーや一度倶楽部に参加した方々全員にメールや郵送で送信していますが、倶知安町HPでもこれまでの会議録が公開されています。
どうぞ、参考にしてくださいませ。

倶知安町HP　http://www.town.kutchan.hokkaido.jp/　のトップ画面左側『町の政策』－『協働』から入っていけます。
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